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～日 本 風 景 街 道 を 通 し て 私 た ち に で き る こ と ５～

東北で
登録第

一号

「日本風景街道のしろ白神の道」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～民・官・学の協働による木の香る道・元気な地域づくり～

「日本風景街道のしろ白神の道」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～民・官・学の協働による木の香る道・元気な地域づくり～

■日本風景街道とは・・・■日本風景街道とは・・・■日本風景街道とは・・・
　地域住民、NPO、企業、行政等の多様な主体による協働のもと、景観、
自然、歴史、文化等の地域資源を活かして、美しく質の高い風景を形成
し、地域活性化や観光振興を図ろうという運動です。
　日本風景街道は、「地域資源」「活動主体（日本風景街道パートナー 
シップ）」「活動内容」「活動の場（中心となる道路等）」から構成されます。

【写真 ： 小林 甚一(NPO法人常盤ときめき隊理事長)】

平成24年平成24年平成25年

木73

中心市街地の空き店舗内を秋田
スギで演出し、イベントを実施

ウッドチップ舗装や木製柵など景観
と環境に配慮したまちづくりの提案

木材を活用したおもてなしの場の提
案

■運営方針■運営方針■運営方針
1 全国に拡げること

２ 多様性を確保すること

３ さらなる質の向上を図ること

４ 継続的な運動とすること

　のしろ白神ネットワークは、能代周辺の地域をつなぐ沿道を歴史と文化の薫のしろ白神ネットワークは、能代周辺の地域をつなぐ沿道を歴史と文化の薫

る風景街道に育てていくことをテーマに結成されました。「道」が人やモノ・情る風景街道に育てていくことをテーマに結成されました。「道」が人やモノ・情

報をつなぐという視点から、機動力とスピードをもって身近な問題を自分たち報をつなぐという視点から、機動力とスピードをもって身近な問題を自分たち

のできることから取り組み、行政や企業とも連携しながら地域づくり・まちづくのできることから取り組み、行政や企業とも連携しながら地域づくり・まちづく

りを進めています。りを進めています。

　のしろ白神ネットワークは、能代周辺の地域をつなぐ沿道を歴史と文化の薫のしろ白神ネットワークは、能代周辺の地域をつなぐ沿道を歴史と文化の薫

る風景街道に育てていくことをテーマに結成されました。「道」が人やモノ・情る風景街道に育てていくことをテーマに結成されました。「道」が人やモノ・情

報をつなぐという視点から、機動力とスピードをもって身近な問題を自分たち報をつなぐという視点から、機動力とスピードをもって身近な問題を自分たち

のできることから取り組み、行政や企業とも連携しながら地域づくり・まちづくのできることから取り組み、行政や企業とも連携しながら地域づくり・まちづく

りを進めています。りを進めています。

1 木のまちらしい、木の香る道を創造します

里山・農山村の風景を保全・再生します

地域そして訪れる人の心を紡ぎます

3

4

2 にぎわいある優しいまちづくりを進めます

北秋田市

上
小
阿
仁
村

八峰町

三種町

藤里町

能代東I . C
二ツ井白神I . C二ツ井白神I . C

八竜I . C

琴丘森岳I . C

大館能代空港

さつき会さつき会

秋田県立大学
木材高度加工研究所

秋田県立大学
木材高度加工研究所

手這坂集落

世界遺産
白神山地

能代市

日本一高いスギ

毘沙門憩いの森公園

上町すみれ会上町すみれ会

能代バイパス
黒松友の会

黒松並木の道

国内最大級の木橋
坊中橋

能代南I . C

風の松原

日本一高いスギ

毘沙門憩いの森公園

上町すみれ会

能代バイパス
黒松友の会

黒松並木の道

国内最大級の木橋
坊中橋

白神山地世界遺産センタ ー白神山地世界遺産センタ ー

能代南I . C

風の松原 NPO常盤ときめき隊NPO常盤ときめき隊NPO常盤ときめき隊

手這坂活用研究会手這坂活用研究会手這坂活用研究会

のしろ白神の道

のしろ白神ネットワークの活動地域と参加団体

会場　会場　秋田県立大学木材高度加工研究所秋田県立大学木材高度加工研究所会場　秋田県立大学木材高度加工研究所

秋田スギ間伐廃材や廃食用油を使
い、環境に配慮したイベントを実施



日本風景街道のしろ白神ネットワーク

秋田県立大学木材高度加工研究所･秋田魁新報社･北羽新報･東北風景街道協議会

国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所･秋田県山本地域振興局･能代市

社団法人東北建設協会

日本風景街道のしろ白神ネットワーク事務局(秋田県立大学木材高度加工研究所内)
〒016-0876　秋田県能代市海詠坂11-1　TEL 0185-52-6987

後　　　　援

主　　　　催

お問い合わせ

のしろ白神ネットワークホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/noshiro/douro/nsnw/

(財)高速道路交流推進財団主催｢第四回観光資源活用トータルプラン｣の優秀賞支援金を活用しています。

のしろ白神ネットワーク・代表

能 登   祐 子 氏

開会挨拶13:30

自分のまち、エリアの魅力を
自信を持ってプレゼンできますか？

まちづくり観光デザインセンター・代表

秋田県立大学木材高度加工研究所・准教授

渡 辺　 千 明 氏

かとう　けいこ 氏

趣旨説明13:35

フォーラム次第

(一財)土木研究センター・理事長

中 村　   亮 氏

まちづくり観光デザインセンター・代表

かとう　けいこ 氏

齊 藤   滋 宣 氏

閉会17:00

　　　　　　　休　　憩　　

川田工業(株)・専務

桂 樹　正 隆 氏

コーディネーター
　木橋技術協会・会長

植 野   芳 彦 氏

閉会挨拶16:55

能代市長

講演 113:45

大地震は必ず来る！
過去の教訓と取り組むべき課題

(株)エイト日本技術開発・最高顧問

佐伯　光昭 氏

講演 214:30

15:15

フロアディスカッション15:30

(株)エイト日本技術開発・最高顧問

佐 伯　光 昭 氏

講演２　佐伯　光昭　   氏　
(株)エイト日本技術開発　最高顧問

大地震は必ず来る！
過去の教訓と取り組むべき課題

■プロフィール
東京、両国出身　日本技術開発(株)に入社後、地震防災部長、
代表取締役社長を経て、2009年6月(株)エイト日本技術開発代
表取締役副社長就任、2011年8月より現職。道路橋やライフラ
イン諸施設の液状化対策を含む耐震設計や震災対策計画、補
強技術の専門家。
土木学会コンクリート示方書や道路橋示方書・同解説の耐震
設計関連規定類の改定作業に参画。現在、土木学会コンサル
タント委員会委員長､日本地震工学委員会スペシャルアドバイ
ザーとして地域や社会インフラの地震減災対策の推進に活動。

講師　　桂樹　正隆　   氏　川田工業（株）　専務
■プロフィール
1949年茨城県生まれ。1974年に建設省入省後、道路分野の技術者として行政・研究業務
に従事。特に、道路局市町村道室長の職において、道路整備を通じての地域づくり・地
域活性化に携わる。2004年から現職。

講師　　中村　亮　   氏　　（一財）土木研究センター　理事長
■プロフィール
建設省入省後、九州地方建設局大分工事事務所長、建設省土木研究所道路部長を歴任。
2001年より財団法人土木研究センター理事、専務理事、副理事長を経て現職。車両用
木製ガードレールの開発、かいどう計画(日本風景街道の前身)を作成し道路局に提案。

講師　　植野　芳彦　   氏　コーディネーター：木橋技術協会　会長
■プロフィール
巴コーポレーション、(株)長大、(財)国土技術研究センター勤務し、建設省土木構造物
標準設計等の構造物の標準化や道路橋震災対策委員会、木橋技術基準検討委員会、鋼橋
積算基準の大改定等に携わり、現職に至る。
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■プロフィール
北海道足寄町生まれ　放送局、視聴率調査会社、経済産業局
消費者相談室、新聞社でガーデニング専門紙編集長、中間支
援組織で広報部長を経て、現職。
公職：北海道青少年健全育成審議会委員、北海道がん対策推
進委員会委員、北海道地域観光マネジメント人材育成セミナー
実行委員、北海道観光ブランド開発アドバイザー、 道民の森
魅力探索会議委員他。
消費生活アドバイザー、ＰＲプランナーの資格保有。
ブログ 「ほっかいどう・寄り道紀行」

講演1　かとう　けいこ　氏　
まちづくり観光デザインセンター  代表　　　

自分のまち、エリアの魅力を
自信を持ってプレゼンできますか？
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